
学校番号 101 

平成 31年度 芸術科（音楽） 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 ＭＯＵＳＡ２（教育芸術社） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業は、器楽・歌唱・創作・鑑賞・授業態度の５本柱で実施し評価します。 

器楽はギターを中心とした合奏を、歌唱は合唱を中心に、創作は自作曲を制作し、それぞれ実技テ

ストを実施します。鑑賞は堅苦しくなく楽しめるものを中心に鑑賞し、その感想文を提出します。 

授業態度は実技科目である音楽の授業に真面目に取り組んでいるかを評価します。 

 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い創造活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情と音楽文化を尊重する態度を育

成し、感性を磨き、能力を高め、音楽文化についての理解を深める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽的な思考・判

断・表現 

c:創造的な技術・技       

能 

d:鑑賞の能力・知

識・理解 

観
点
の
趣
旨 

音楽活動の喜びを味

わい、多様な表現方法

や音楽文化に興味・関

心を持ち、主体的に表

現や鑑賞などの活動

に取り組む。 

感性や想像力を働か

せ感じ取ったこと(知

覚)や音楽の良さや美

しさを深く感じ取り、

個性豊かな音楽活動

の工夫をする。 

自己のイメージを持

ち、個性豊かに充実

した創造的な表現を

行うための技能を身

に付ける。 

音楽文化に対する総

合的理解を深め、そ

の良さや美しさを個

性豊かに味わう。 

評
価
方
法 

授業中の活動状況 

提出物 

授業観察 

授業中の活動状況 

提出物 

実技テスト 

授業中の活動状況 

提出物 

実技テスト 

授業中の活動状況 

提出物 

実技テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

～ 

３ 

器
楽 

ギターの基礎 

発展的なギター 

○ ○ ○  a:ギターの音色や奏法に関心

を持ち、それらを生かして演奏

しているか。 

b:旋律やリズム･テンポなど音

楽を形作っている要素を知覚

し、良い演奏に繋げているか。 

c:技術を身につけ、創造的な演

奏をしているか。 

 

実技テスト 

１ 

～ 

３ 

歌
唱 

合唱の基礎 

発展的な合唱 

○ ○ ○  a:歌う喜びを味わい、良いイメ

ージを持って主体的に演奏し

ているか。 

b:音楽の主な要素を知覚し、良

い演奏に繋げているか。 

c:技術を身につけ、創造的な演

奏をしているか。 

 

実技テスト 

１ 

～ 

３ 

創
作 

創作の基礎 

発展的な創作 

 ○ ○  b:創造的な学習に主体性を持

って取り組んでいるか。 

c:自由な発想で創造的な学習

に取り組んでいるか。 

 

提出物 

実技テスト 

１ 
～ 

３ 

鑑
賞 

多様な鑑賞 ○   ○ a:鑑賞する楽章に主体的に取

り組んでいるか。 

d:音楽を形作っている要素を

知覚し、音楽に対する理解を深

めたか。 

 

提出物 

１ 

～ 

３ 

 授
業
態
度 

取組み状況      

 

 

 

授業観察 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽的な思考・判断・表現 

c:創造的な技術・技能      d:鑑賞の能力・知識・理解 

 


